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第１ 基本的な考え方 

 

 １．総合戦略策定の趣旨 

   津久見市人口ビジョンに示したとおり、津久見市の人口は、昭和 35 年の

37,164人をピークに減少し続けており、平成 22年には 19,917人となっていま

す。今後もさらに人口減少が続き、国立社会保障・人口問題研究所準拠の人口

推計によると平成 72年の本市の人口は 6,816人、平成 22年から 65.8％減少す

ると試算され、老年人口割合（平成 22年：33.6％）もさらに上昇することが予

想され、その対応が緊急の課題となっています。 

   ますます加速する少子高齢化、人口減少社会に対応し将来にわたって持続可

能なまちづくりを進めるため、津久見市のまち・ひと・しごと創生にむけた向

こう 6年間の短期的な取り組みを津久見市総合戦略としてまとめます。 

 

 ２．総合計画と総合戦略の位置づけ 

   総合計画は、計画的なまちづくりを推進するための総合的な指針で、市が取

り組むべき分野ごとの計画策定、事業実施の基本となる最上位計画であり、そ

の内容は多岐に渡ります。これに対し、今回策定する総合戦略は、総合計画で

示されるものの中で、既に述べたとおり、特に少子高齢化、人口減少社会に対

応する取り組みに特化して示すものです。 
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 ３．総合戦略において目指すもの 

   減少が続く津久見市の人口も、積極的に施策を展開することで、合計特殊出

生率と人口の純移動の動きが改善されれば、令和 42年において 1万人規模が維

持できると推計されます。その足掛かりとなる今後 6 年間の戦略による取り組

みによって、特に目指すところとして、以下のことを設定します。 

   ■若い世代（20～40歳代）について、現在推計される人口減少数値（社会減）

を、今後 6年間で合計 50人抑制する。 

   ■将来の合計特殊出生率 2.20 実現に向け令和 2 年合計特殊出生率を 1.57 へ

回復する。 

   ■令和 2年度において平成 26年度の市内就業者数を維持する。 

 

４．新しい時代の流れを力にする 

Society5.0 の実現や SDGs の達成に向けた取組をはじめとする現在と将来の

社会的変化を見据え、地方創生の新たな展開を目指します。 

 

 ５．計画期間 

   総合戦略の計画期間は、平成 27年度から令和 2年度までの 6 年間とします。 

 

 ６．構成 

   総合戦略においては、「基本目標」と「基本目標ごとの基本的方向」、「具体的

施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）」を定めるものとします。 

 

 ７．検証 

   まち・ひと・しごと創生を効果的・効率的に推進していくためには、行政だ

けでなく、住民、ＮＰＯ、各種団体や民間事業者等との協力が不可欠であるこ

とから、津久見市における総合戦略の策定プロセスにおいては、地域住民をは

じめ、経済界・行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディア（産官学

金労言）等で構成される組織によって審議してきました。 

   策定後は、総合戦略で設定した重要業績評価指標等を基に、実施した施策・

事業の効果を検証し、必要に応じて戦略の改訂を行うという流れになります。

策定後の検証についても、策定プロセスと同様、広く関係者の意見が得られる

組織によって、議論される必要があります。 

   今後は、総合計画の進捗状況についての意見交換の場で併せて総合戦略の検

証を行うものとします。なお、その際には、ＰＤＣＡサイクルの視点に立ち、

より効果的な検証作業となるよう留意しつつ進めていきます。 
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第２ 基本目標 

 

 津久見市の実情に合わせ、総合戦略における３つの基本目標を以下のように定め

ます。 

また、３つの基本目標の下に基本的方向や具体的施策等を定め、目標それぞれに

応じた施策展開を進めていくものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．住みたい、住み続けたい、魅力あるまちへ 

 

 （１）基本的方向 

    安心して暮らし続けるためには、利便性はもとより災害に強いライフライ

ンの確保や災害時における危険要素の解消など、防災面を充分に配慮した生

活基盤の整備が重要です。さらに、公共施設や公共空間の見直しにより人々

が集える環境を整え、暮らしに必要な情報の充実や住宅施策の展開など、活

気・魅力あるまちづくりに向けた生活環境の整備が必要です。 

    また、市全体のまちづくりのためには、各地域の活性化が重要であり、コ

ミュニティの維持・再構築を進めるとともに、年齢・性別を問わず、子ども

でも高齢者でも、健常者でも障がいのある方でも、あらゆる立場の人々が、

生きがいを持って活躍できるよう、各種団体の育成・支援、賑わい創出に向

けた取組も進めなければなりません。 

    自分が生まれたまちで、できる限り快適に住み続けてもらうこと、自分が

育ったまちへもどってきてもらうことを目標とした施策を進め、若い世代の

転出抑制、転入増加につなげます。 

 

 

１．住みたい、住み続けたい、魅力あるまちへ 
 

２．子育て世代に選ばれる、産み、育てやすい環境づくり 
 

３．安定した雇用の創出と労働力の確保 
 

基本目標 
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 （２）具体的施策と重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

   ① 安心して暮らせるまち、暮らしにやさしい活気あふれるまちづくり 

   （ア）生活環境整備 

      ○災害に強いまち「つくみ」を目指したライフラインの確保や避難路

等の整備促進 

      ○防災士や自主防災組織の取り組みの推進などによる大規模災害発生

時における共助の体制の強化 

      ○公共交通の日常生活における利便性と重要性の再認識に向けた広

報・啓発活動と利用促進につながる施策の展開 

   （イ）住宅施策 

      ○津久見に住み続ける、津久見に移住することを可能にするニーズに

沿った定住支援制度の充実 

      ○新婚世帯を含めた若者の定住ニーズを満たす住宅整備の促進 

      ○各地域と連携した空き家情報の把握強化と空き家バンク制度の利用

促進 

      ○年々増加している空き地の利活用 

   （ウ）賑わいの創出 

      ○津久見市観光戦略に掲げる重点戦略、施策の推進 

      ○中心市街地の活性化の推進 

      ○津久見港青江地区埋立地に市庁舎建て替えを推進し、 

併せて集客交流拠点施設整備の推進 

   （エ）暮らしや交流に必要な情報発信の充実 

      ○空き家、空き地、就労、生活情報など津久見での暮らしに必要な情

報や、企業と連携した市内就業者に対する定住施策の情報の発信の

強化 

      ○定住、移住を検討している若い世代への的確かつ効果的な情報提供

を実施する窓口体制の構築 

      ○扇子踊りや花火大会など、津久見の文化やイベント、観光に関する

情報発信の強化 

 

   ② 誰もが活躍できるまちへ 

   （ア）地域コミュニティの活性化 

      ○市民のアイデアを活かした公園の多様な活用など、市民との協働に

 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

  ■新築戸数 ⇒ 50戸/年（平成 26年 38戸/年） 

  ■空き家バンク、定住支援施策の活用件数 ⇒ 10件/年 
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よる快適な空間の創出 

      ○地域住民が実施する世代を超えたつながりを深める活動を支援する

ことによるコミュニティの再生促進 

      ○「地域おこし協力隊」など都市からの移住者を受け入れ、地域の課

題解決と魅力の発信に向けた取組によるコミュニティの活性化 

   （イ）健康増進対策の充実 

      ○健康マイレージなど健康づくりに対する取り組みの促進 

      ○食育の推進など生活習慣病対策の強化 

      ○生涯にわたって気軽にスポーツに取り組む機運の醸成と環境整備 

   （ウ）生きがいづくり 

      ○様々な立場の人が生きがいをもって生活するための、各々の立場・

状況に合致する就労に対する支援、スポーツ施設や公民館などでの

生涯学習活動の推進 

      ○高齢者の意欲・能力が活かせる地域社会の構築 

 

 

 ２．子育て世代に選ばれる、産み、育てやすい環境づくり 

 

 （１）基本的方向 

    津久見市では、県内各地域への転出超過による社会減と、出生率低下によ

る自然減により、人口が減少し続けています。人口減少に歯止めをかけ、活

気あふれるまちづくりを進めるためには、若い世代、特に子育て世代の流出

を防ぐ必要があり、そのための施策充実を進めなければなりません。負担を

感じることなく子育てができる環境の実現に向け、「仕事と生活の調和」が図

られるよう官民連携のもと取り組む必要があります。 

    また、未来の津久見市を担う子どもたちが、健全に楽しく生活できる生活

環境・教育環境の提供に向けた事業展開を進めなければなりません。 

 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

  ■健康マイレージなどを通じた国民健康保険加入者特定健診受診率向上 

⇒ 令和 2年度目標 65％（平成 25年度 41.4%） 

  ■令和 2年度において要介護認定率が県平均を下回る 

（平成 26年度末 市：19.5％ 県：19.3％） 

  ■地区ごとの祭りや供養踊りといった伝統行事や体育行事など、住民の

つながりを深める区単位の主要な地域活動 

 ⇒ 令和 2年度において平成 26年度比 10％増 

（平成 26年度 288件） 
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    「出会い・結婚・出産・育児・教育」といった様々な場面、タイミングに

応じた対策を検討し、多くの若者が津久見で安心して生活できるよう負担軽

減に向けた環境整備を行うとともに、教育の充実により、自分が生まれたま

ち・育ったまちに愛着を持った、ふるさとを愛する子どもの育成に取り組ん

でいきます。 

 

 （２）具体的施策と重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

   ① 子どもを産み育てやすい環境づくり 

   （ア）出会いに関する支援 

      ○津久見の特色を活かした男女の交流事業や趣味サークル活動の促進

など出会いの場の提供を支援 

   （イ）出産・子育てに関する支援 

      ○不妊・不育治療への助成など出産環境の充実 

      ○子育てのステージに応じた支援策の充実 

      ○魅力ある幼稚園・保育園づくりへの助成など子育て環境の充実 

 

   ② 未来を担う子どもの教育の充実 

   （ア）幼児教育の充実 

      ○生きる力の基盤を育むための幼児教育と小学校教育との連携推進 

      ○「児童福祉」関係機関との連携の強化・充実 

   （イ）学校教育の充実 

      ○生きる力の基盤となる確かな学力の育成 

      ○知・徳・体（確かな学力・豊かな心・健やかな体の育成）のバラン

スのとれた、より質の高い教育の推進 

      ○家庭・地域と連携した特色ある学校づくりの推進 

      ○一人ひとりの教育ニーズに応じた特別支援教育の充実 

   （ウ）津久見高校との連携強化と魅力向上 

      ○市内小中学校と津久見高校との連携強化による互いのレベルアップ

と魅力向上の促進 

   （エ）郷土愛の醸成 

      ○貴重な伝統行事や文化財の保存・継承・活用に向けた芸術・文化活動の

支援や、地域産業の見学・体験を通して郷土への誇りと愛着を持った子

どもの育成 

 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

  ■年間の婚姻数 ⇒ 令和 2年目標 65組/年（平成 25年 52組） 

  ■年間の出生数 ⇒ 令和 2年目標 110人/年（平成 25年 113人） 
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      ○地域住民と児童・生徒との連携による交流活動の充実などを通した、

自らの地域を知る活動の促進と地域コミュニティの再構築 

 

 

 ３．安定した雇用の創出と労働力の確保 

 

 （１）基本的方向 

    津久見市は、これまで、柑橘栽培を中心とした農林業、種々の海洋資源を

背景とした水産業、石灰石産業を中心とした鉱工業とこれに付随する各種産

業の発展とともに歩んできました。今後は、これら先人の培ってきた様々な

財産をしっかり維持しながら、事業の継承や拡充を目標に今後の施策展開を

進めていかねばなりません。 

    第１次産業については、新たな付加価値をつけ、６次産業化を進める必要

があり、また、後継者育成と新規参入者の掘り起こしなども重要であること

から、ＵＩＪターンをからめた施策を進めていくこととします。 

    近年進めている、観光施策についても、さらなる誘客を目指し、市街地へ

の周遊性を高めるために、特産品の開発など、他の産業と連携した事業の組

立てが必要です。 

    既存産業への取り組みはもちろん、創業の取組や事業引継・後継への取り

組みに対する支援も進めながら、津久見で働きたいと考える若者に対する安

定した雇用の創出に努めます。 

 

 （２）具体的施策と重要業績評価指標(ＫＰＩ) 

   ① 地域資源を活用した産業の継承、再生、活性化 

   （ア）後継者、新規就業者対策 

      ○第１次産業の担い手確保に向けた、後継者や新規就業者に対する育

成・支援の取組の推進 

 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

  ■全国学力･学習状況調査、大分県学力定着状況調査 

 ⇒ 令和 2年度目標 偏差値 50以上（全教科が全国平均を上回る） 

（平成 26年度 小 6…1/4科目・中 3…0/4科目・小 5…0/6 科目・中 2…3/8 科目） 

  ■大分県学力定着状況調査(小 5) 

「自分のことが好きである」の割合 ⇒ 令和 2年度目標 60％以上 

（平成 26年度 56.6％） 

  ■津久見市内中学校から津久見高校への進学率 

 ⇒ 令和 2年度目標 50％以上（平成 26年度 49.0％） 
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   （イ）農水産物の高付加価値化（産品のブランド化） 

      ○恵まれた農水産資源を活かした商品開発や販路拡大、6 次産業化の

推進による津久見ブランド確立の取り組みと、より収益性の高い産

品の研究の促進 

   （ウ）空き店舗対策などによる商業活性化 

      ○空き店舗の活用や観光産業との連携による周遊性向上による商店街

の振興 

   （エ）地場の事業者の育成・支援 

      ○市内事業者の経営改善、事業拡充に向けた取り組みに対する育成・

支援の拡充 

      ○後継者を探している事業者と就業希望者とのマッチングなど事業継

承の仕組みづくり 

   （オ）若年層や女性の市内での就職支援 

      ○中高生による地域産業の見学・体験、産業の成り立ちや現況を学ぶ

機会を設ける取組などにより郷土愛・定住意欲を醸成するとともに、

仕事に対する認識・理解を深めることで若年層が市内で就職できる

環境の整備促進 

      ○個人のスキルアップに関する事業など就労支援に資する事業の実施、

それらの制度についての広報啓発の充実により、女性が就労しやす

い環境の整備促進 

   （カ）ＵＩＪターンの促進 

      ○市内企業や住まいに関することなど、就職や生活に必要な情報提供

体制の充実による、進学や就職を機に一旦津久見を離れた人や移住

希望者のＵＩＪターンの促進 

 

   ② 新たな創業への支援 

   （ア）創業の希望をかなえる環境づくり 

      ○空き店舗や住居の情報提供や相談窓口など支援体制を充実し、新た

な創業にチャレンジできる仕組みづくり 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 ■第１次産業への新規就業者数 ⇒ 2人/年 

 ■津久見高校新規卒業者の市内事業所への就職者数 ⇒ 30人/年 

（平成 26年度 25人/年） 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 ■新規創業店舗数 ⇒ 1件/年 
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